
「
文
語
の
苑
」
は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
十
日
、
「
文
語
の

苑
」
會
員
に
し
て
、
平
素
温
か
き
指
導
を
賜
る
藤
原
正
彦
氏

の
館
長
た
る
姫
路
文
學
館
の
、
『
文
語

こ
の
美
し
い
響
き
』

と
題
し
た
る
會
の
開
催
に
協
力
す
。
姫
路
文
學
館
ス
タ
ッ
フ

の
周
到
な
る
準
備
態
勢
と
效
率
よ
き
運
營
に
よ
り
、
二
百
人

を
越
ゆ
る
聽
衆
が
、
最
後
ま
で
熱
心
に
參
加
せ
り
。
下
記
は
、

そ
の
報
告
な
り
。

一

ま
づ
「
文
語
の
苑
」
愛
甲
代
表
幹
事
（
當
時
）
よ
り
挨

拶
を
述
べ
、「
文
語
の
苑
」
結
成
の
經
緯
、
そ
の
目
的
と
せ
る

文
語
普
及
の
意
義
を
説
明
し
つ
つ
、「
文
語
の
苑
」と
藤
原
館

長
の
關
係
に
及
ぶ
。
愛
甲
代
表
幹
事
、
後
日
、
聽
衆
の
文
語

へ
の
熱
意
溢
る
る
眼
差
し
を
感
じ
た
り
と
語
る
。

二

次
い
で
加
藤
（
當
時
「
文
語
の
苑
」
幹
事
）、
「
日
本
の

近
代
詩
と
文
化
傳
統
」
と
題
し
講
演
す
。
姫
路
は
、
江
戸
時

代
の
前
期
、
四
代
將
軍
家
綱
の
時
代
に
、
後
に
文
樂
、
歌
舞

伎
、
舞
踊
に
取
上
げ
ら
れ
、
全
國
に
知
ら
れ
た
る
、
旅
宿
但

馬
屋
の
娘
お
夏
と
手
代
清
十
郎
の
驅
落
ち
事
件
の
起
り
し
地

な
れ
ば
、
そ
の
お
夏
清
十
郎
を
題
材
と
せ
る
島
崎
藤
村
が

「
こ
ひ
ぐ
さ
」
を
詠
み
、
そ
の
他
「
文
語
の
苑
」
刊
行
の
『
「
文

語
の
苑
」
文
語
詩
集
』
掲
載
の
戀
愛
詩
を
中
心
に
、
明
治
以

後
の
日
本
の
文
語
詩
を
紹
介
す
。
「
文
語
の
苑
」は
、
昨
年
の

活
動
の
重
点
を
文
語
詩
に
置
き
た
れ
ば
な
り
。

た
だ
我
、
不
勉
強
の
た
め
、
『
「
文
語
の
苑
」
文
語
詩
集
』

中
の
詩
人
、
三
木
露
風
の
姫
路
近
傍
の
出
身
な
る
を
知
ら
ざ

れ
ば
、
わ
が
紹
介
せ
る
文
語
詩
中
に
三
木
露
風
が
文
語
詩
を

加
へ
ざ
り
し
を
後
悔
す
。

三

暫
時
の
休
憩
の
後
、「
文
語
の
響
き
を
歌
に
の
せ
て
」と
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題
し
た
る
演
奏
會
に
入
る
。
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
エ
リ
ザ
ベ
ト

音
樂
大
學
林
裕
美
子
教
授
の
歌
唱
、
大
阪
音
樂
大
學
中
村
展

子
講
師
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
り
、
廣
く
知
ら
れ
た
る
「
ロ
ー

レ
ラ
イ
」、
「
早
春
賦
」、
「
夏
は
來
ぬ
」
等
よ
り
、
平
素
聽
く

こ
と
尠
な
き
萩
原
朔
太
郎
が
「
旅
情
」
等
の
歌
曲
に
至
る
ま

で
、
文
語
の
歌
詞
に
よ
る
歌
曲
を
味
は
ふ
。

四

最
後
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
語
の
樂
し
み
方
」
な
り
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
藤
原
姫
路
文
學
館
長
の
輕
妙
な
る
司

會
の
下
、
加
藤
、「
文
語
の
苑
」
關
西
代
表
、
瀧
一
郎
大
阪
教

育
大
學
教
授
、
中
杉
隆
夫
姫
路
市
教
育
長
の
順
に
、
そ
れ
ぞ

れ
文
語
と
の
關
は
り
を
述
べ
、
文
語
を
讀
む
樂
し
み
を
語
る
。

五

こ
の
催
し
の
成
功
を
收
め
た
る
は
、
一
に
懸
か
り
て
藤

原
正
彦
館
長
の
指
導
力
と
絶
大
な
る
人
気
に
因
る
。
さ
れ
ど

同
時
に
、
姫
路
の
み
な
ら
ず
地
方
に
、
國
語
古
典
及
び
文
語

に
對
す
る
潛
在
的
關
心
の
多
く
存
す
る
を
實
感
せ
ら
る
。

「
文
語
の
苑
」と
し
て
、
斯
か
る
潛
在
的
關
心
を
如
何
に
せ
ば

顕
在
化
し
得
る
や
。
そ
は
今
後
の
課
題
な
り
。
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